
【資料１】

伊賀市文化財保存活用地域計画進捗管理総括シート（地域分）

1-1 埋蔵文化財確認調査
埋蔵文化財包蔵地における開発等に伴う調査を行
い、その成果を年報にまとめて報告し、本市の歴史
文化の資産とする。

◎ ○

1-2 歴史的建造物の調査
市内に残る歴史的建造物について、ヘリテージマ
ネージャー活動支援事業等を通じて適宜調査し、そ
の成果を本市の歴史文化の資産とする。

◎ ○ ○ ○ ◎

1-3 美術工芸品の調査
市内に残る美術工芸品について適宜調査し、その成
果を本市の歴史文化の資産とする。

◎ 〇 〇 〇 ◎

1-4 民俗文化財の調査
市内の民俗文化財について適宜調査を実施し、その
成果を本市の歴史文化の資産とする。

◎ ○ ○ ○ ◎

花垣地区住民自治協議会（予野）
ギフチョウの保全活動
年間を通じ、生息地域の環境確認。立て看板の確
認等、保全活動の実施。

花垣地区住民自治協議会（予野）
ギフチョウの保全活動
年間を通じ、生息地域の環境確認。立て看板の確認
等、保全活動の実施。

花垣地区住民自治協議会（予野）
花垣の八重桜の保存活動
遺伝子を受け継ぐ後継樹が樹齢19年を迎え、年間
を通して「八重桜保存会」で保全活動を実施中。

花垣地区住民自治協議会（予野）
花垣の八重桜の保存活動
遺伝子を受け継ぐ後継樹が樹齢19年を迎え、年間を通
して「八重桜保存会」で保全活動を実施中。

個人で継承されている古文
書等の資料が散逸する恐れ
がある。

方針③：古文書や歴史的公文書等の歴史資料
については、地域や所有者等の協力を得て資
料情報を収集するとともに、資料の蓄積に努
める。

1-6 歴史資料の調査
市内の個人所蔵の歴史資料や歴史的公文書の調査を
適宜実施し、その成果を本市の歴史文化の資産とす
る。

◎ ○ ○ ○ ◎

文化財を調査する個人や団
体構成員の減少・高齢化に
より、調査の継続が困難。

方針④：文化財の調査ができる専門的な人材
の育成と、文化財に関わる個人や団体の拡充
により、継続的に調査が実施できるよう努め
る。

1-7 調査体制の拡充
文化財の調査が継続できるよう、調査会等の団体へ
の加入促進や、市の専門職員の配置を拡充する。

　◎ 〇

2-1
文化財の新規指定・
登録

調査研究の成果で価値が判明したものの中から、適
宜文化財の指定及び登録を行う。

◎ ○ ○ ◎

2-2
歴史的風致形成建造
物の指定

歴史的風致維持向上計画の重点地区内において、景
観を維持する上で必要な建造物を指定する。

◎ ○ ○ ◎

2-3
有形文化財の保存修
理

経年劣化している観菩提寺楼門二天像修理事業等、
有形文化財の保存修理事業を実施する。

○ ○ ○ ◎ ○ ○

2-4
民俗文化財保存継承
事業

上野天神祭のダンジリ行事 民俗文化財伝承・活用等
事業及び、勝手神社神事踊りに代表される民俗文化
財の保存修理を行う。

○ ○ ○ ◎ ○

2-5
史跡の保存整備と環
境整備の推進

伊賀国庁跡の保存整備と伊賀国分寺跡・上野城跡の
ほか、蓑虫庵保存修理事業等の史跡の環境整備を行
う。

◎ ◎ ○ ○ ○ 地域

伊賀国庁跡の保存整備と伊賀国分寺跡・上野城跡
のほか、蓑虫庵保存修理事業等の史跡の環境整備
を実施する。
指標：年間の各史跡の草刈り等環境整備実施回数
目標：各２回

阿波地域住民自治協議会
猿蓑塚の草刈・清掃
令和６年5月25日、自治協の人権教育文化部会と環境
保全部会で草刈・清掃を行った。

2-6
文化財施設等の維持
管理

旧崇広堂・旧小田小学校本館・入交家住宅・城之越
遺跡・赤井家住宅等について、適切に維持管理す

◎ ○ ◎

2-7
個別文化財の保存活
用計画等の策定

上野城跡及び城之越遺跡の保存活用計画等を策定す
る。

◎ ◎ 〇

資料の整理と適切な保存管
理やデジタル化、保管施設
の整備が必要。

方針④：歴史文化を知り資料を活用するた
め、資料の整理と適切な保存管理を行い、施
設の整備等に努める。

2-8 資料の保存・整理
歴史・考古・民俗の各種資料を適切に整理し、保存
管理するとともに、保管施設の整備に努める。

◎ 〇 〇 〇 〇

文化財を継承するための人
材と費用の確保が必要。

方針⑤：文化財を継承するための人材や費用
の確保に取り組む。

2-9
文化財を継承するた
めの人材と費用の確
保

有形文化財や民俗文化財を保存・継承するための人
材・人員の確保と費用を確保するための取り組みを
行う。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

時代に合致した説明看板の
設置のあり方が必要。

方針➀：文化財の説明看板の設置や歴史文化
に関するパンフレットの作成、デジタルコン
テンツを使った発信に努める。

3-1 文化財看板の設置

文化財説明看板設置事業や宿場・街道案内板等整備
事業等、指定文化財の説明看板について、QRコード
を付設したものなど、時代に対応したものを設置す
る事業を展開する。

◎ 〇 〇 ◎

歴史文化の多様性を伝える
ため、分野別パンフレット
の作成など、工夫が必要。

方針②：多様な歴史文化を伝えるため、古墳
や城館、寺社の建物等、時代別・分野別のパ
ンフレットを作成するなど、歴史文化の彩り
の発信に努める。

3-2
文化財パンフレット
の作成

分野別・地域別の文化財パンフレットを作成する。 ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎

ＳＮＳや動画等、今日的な
情報発信の取り組みが必
要。

方針③：ＳＮＳやインターネット等、今日的
な発信方法を通じて、広く本市の歴史文化を
伝える機会の充実に取り組む。

3-3
ＳＮＳ・インター
ネットを活用した発
信

文化財の魅力を伝える写真のＳＮＳ掲載や動画配信
する。また、「デジタルミュージアム秘蔵の国伊
賀」の掲載資料等を拡充する。

◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

3-4 学校教育との連携
副読本『伊賀のこと』等を活用し地域学習に取り組
む。出前講座や資料の貸し出しを行う。

◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

壬生野地域まちづくり協議会

壬生野歴史講座①壬生野地区の文化財（考古資
料）と題し地域内の文化遺産について講演会を開
催した。
令和５年７月21日、伊賀市文化財課職員を講師に
招き、文化財保護法第92条・第93条による埋蔵文
化財の保護から発掘調査にいたるまでの手順など
を、地域の考古資料をもとに解説を受けた。

府中地区住民自治協議会

文化財講演会を実施
令和７年2月１８日、府中地区市民センターにおいて三
重県埋蔵文化財センター職員を講師に招き、「古代伊
賀国と伊賀国庁跡」と題して講演会を実施。参加者３５
名

壬生野地域まちづくり協議会

壬生野歴史講座②壬生野地区の文化財（中世編）
と題し地域内の文化遺産について講演会を開催し
た。
令和５年８月31日、伊賀市文化財課職員を講師に
招き、中世（鎌倉・室町・武士の時代）の壬生野
地区を取り上げ、土塁や城跡などについて解説を
受けた。34名聴講。

大山田郷土の広場

大山田の古墳～服部川水系（旧山田郡）の古墳～講演
会を開催した、
令和6年8月3日、阿波地区市民センターにおいて、三
重県埋蔵文化財センター職員を講師に招き講演会を開
催した。参加者５０人超。

壬生野地域まちづくり協議会

壬生野歴史講座③「三重県の祭り・行事」と題
し、地域の祭りと行事、宗旨について講演会を開
催した。
令和５年12月７日、三重県総合博物館学芸員を講
師に招き、令和４年12月ユネスコ無形文化遺産登
録された「勝手神社の神事踊り」など、地域に伝
承されている「座」「宗旨」にも言及した講演会
を開催した。32名聴講。

島ヶ原地域まちづくり協議会

歴史講演会
令和６年１１月３０日、島ヶ原会館で三重県埋蔵文化
財センター職員を招いて「島ヶ原と正月堂の歴史」を
テーマに講演会。７５名参加。

島ヶ原地域まちづくり協議会

歴史講演会
令和５年１１月２６日、島ヶ原会館にて伊賀市文
化財課職員を講師に招いて「島ヶ原の歴史と文化
財」のテーマで講演会を開催。６５名の受講者。

島ヶ原地域まちづくり協議会

歴史講演会
令和７年２月２日、島ヶ原会館で修正会儀式前に国
立歴史民俗博物館教授を講師に招いて、「年初の祈
りと伝承文化、島ヶ原の正月行事と正月堂修正会を
考える」をテーマに講演会を実施した。７０名参加。

島ヶ原地域まちづくり協議会

歴史講演会
令和６年２月１０日、島ヶ原会館で国立歴史民俗
博物館教授を講師に招いて、「古代から続く稲作
祈願の仏教行事」講演会を開催。８５名参加。

花垣地区住民自治協議会（予野)
春日鹿曼荼羅（模写）を花垣神社拝殿に掲げてい
る。

花垣地区住民自治協議会（予野) 春日鹿曼荼羅（模写）を花垣神社拝殿に掲げている。

花垣地区住民自治協議会（大滝）
令和６年５月19日、「キラッと」事業で花垣市民及び関
係者が建部神社を見学をした。

花垣地区住民自治協議会（大滝）
令和６年５月19日、「キラッと」事業で花垣市民及び関
係者が蓮明寺を見学した。

花垣地区住民自治協議会（桂）
「キラッと」事業で花垣地区唯一の延喜式内社である乎
美彌神社本殿を見学した。

花垣地区住民自治協議会（桂） 「キラッと」事業で長國寺鐘桜の釣鐘を見学した。

◎ ○ ○

有形文化財を見る機
会の充実

4-1

1-5 天然記念物の調査
市内の天然記念物について、適宜調査を実施し、保
護等の経年変化を記録するとともに本市の歴史文化
の資産とする。

〇 ◎ 地域3-5 地域との連携
地域や団体、民間と連携し歴史文化に関わる講演会
を開催する。

地域等での出前講座等で講演を行う。
指標：年間の講演数
目標：２件

実施状況・成果（指標の実績など）

◎ 地域
市内の天然記念物について、調査を実施する。
指標：年間の天然記念物の調査件数
目標：２件

◎ ◎ 〇 〇

○

方針②：経年劣化や破損により、文化財本来
の価値が損なわれる恐れのあるものについて
適宜保存修理するとともに、適切に維持管理
する。

文化財の保存整備や個別文
化財の保存活用計画の策定
が必要。

方針③：文化財の価値を高めるため文化財施
設を維持管理し、文化財の保存整備事業を進
めるほか、個別の文化財について必要に応じ
て保存活用計画の策定に取り組む。

天然記念物は、自然環境の
変化による変異や滅失の恐

れがあるものがある。

方針②：オオサンショウウオ等の天然記念物
については、自然環境の変化を考慮しつつ、
保護等の調査や経年変化の記録に努める。
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史
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彩
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講演会や展示会など、文化
財に親しむ機会を充実させ
ることが必要。

４
歴
史
文
化
の
彩
り
を
楽
し
む
～

活
用
～

方針➀：文化財に親しむ機会の充実に努め、
魅力を伝える取り組みを行う。

歴史文化の魅力を伝えるた
め、教育と連携した取り組
みが必要。

方針④：歴史文化の魅力を伝えるため、学校
や地域と連携した取り組みを行う。

進捗管理 Ｒ５年度 Ｒ６年度

前 中 後 行政 地域
市民
団体
等

所有
者等

民間
専門
家等

主体 前期(R5-R7)事業内容及び指標・目標 実施状況・成果（指標の実績など）

所有者や地域と連携し、身近な有形文化財に触れる
ため、見学会等を開催する。

（※事業主体のうち、◎は取り組みの中心となる主体、〇は取り組みに参画する主体）

基本
理念

文化財の保存・活用の課題
基本
方針

方針 取り組み名 取り組み内容

期間 事業主体

歴
史
文
化
の
彩
り
を
誇
れ
る
ま
ち

文
化
財
の
調
査
の
課
題

文化財の把握調査と詳細調
査の実施及び調査・収集の
体制の拡充が必要。

１
歴
史
文
化
の
彩
り
を
知
る
～

調
査
研
究
～

方針➀：文化財の継続的な把握調査・詳細調
査の実施と調査成果の蓄積、調査体制の拡充
に努める。

文化財や歴史文化にかかる
情報の整理が必要。

文
化
財
の
保
存
管
理
の
課
題

文化財の価値を明らかに
し、適切に文化財指定・登
録することが必要。

２
歴
史
文
化
の
彩
り
を
つ
な
ぐ
～

保
存
管
理
～

方針➀：文化財を保護し価値を高めるため、
調査研究を行い、適切に文化財指定や登録を
行う。

経年劣化・破損した文化財
の適切な修理・保存と維持
管理が必要。

有形文化財の見学会等を実施する。
指標：年間の見学会等の開催数
目標：２件

地域〇　◎〇〇〇



【資料１】

実施状況・成果（指標の実績など）

進捗管理 Ｒ５年度 Ｒ６年度

前 中 後 行政 地域
市民
団体
等

所有
者等

民間
専門
家等

主体 前期(R5-R7)事業内容及び指標・目標 実施状況・成果（指標の実績など）

基本
理念

文化財の保存・活用の課題
基本
方針

方針 取り組み名 取り組み内容

期間 事業主体

比自岐神社祇園踊保存会

比自岐神社祇園祭の開催
毎年7月第4日曜、比自岐神社の祇園祭で比自岐神
社祇園踊が奉納され、開催時には地区内外から見
物者が訪れる。

比自岐神社祇園踊保存会

比自岐神社祇園祭の開催
毎年7月第4日曜、比自岐神社の祇園祭で比自岐神
社祇園踊が奉納され、開催時には地区内外から見
物者が訪れる。

花垣地区住民自治協議会（治田）

治田地区の史跡めぐり
令和６年３月10日自治会の「キラッとPJ」主催の
フィールドワークを実施し、文化財の見学・解説
を受けた。

谷川組（槙山）
（玉瀧地区市民センター）

勧請縄の張りかえ作業
令和７年２月18日、谷川組9名が参加して作業を行っ
た。

富永区の的祭り講

「的祭り」の実施
令和６年2月、富永区の的祭り講により、祭典・的射式
が執り行われた。毎年２月に執り行われ、守り受け継が
れている。

富永区の的祭り講

「的祭り」の実施
令和７年2月9日、富永区の的祭り講により、祭典・的射
式が執り行われた。毎年２月に執り行われ、守り受け継
がれている。

観菩提寺正月堂
２月１１日、修正会頭屋が献餅した夜の本堂内で修正
会行事にまつわる講話や行事に携わる堂番の話を聞く
会を開催。５０名参加。

花垣地区住民自治協議会（予野）

予野地区のフィールドワークを開催
令和５年11月23日予野地区の歴史的史跡、名所継
承事業として埋蔵文化財・千賀地氏城跡、正願寺
跡を見学した。約30名の参加。

府中地区住民自治協議会

府中地区内文化財ウォーク（伊賀国庁跡と波多岐神社
本殿を見学）を実施した。
令和６年１１月１９日、坂之下の伊賀国庁跡保存整備事
業と土橋の波多岐神社本殿を見学。参加者３３名

花垣地区住民自治協議会（予野）

予野地区のフィールドワークを開催
令和５年11月23日予野地区の歴史的史跡、名所継
承事業として花垣神社本殿を見学した。約30名の
参加。

花垣地区住民自治協議会（予野）
予野地区のフィールドワークを開催
令和７年３月２日予野地区の歴史的史跡、名所継承事
業として花垣神社本殿を見学した。約30名の参加。

花垣地区住民自治協議会（治田）

治田地区の史跡めぐり
令和６年12月８日、自治会の「キラッとPJ」主催のフィー
ルドワークを実施し、大川地蔵（摩崖仏）を対岸より見
学・解説がされた。

4-4
文化財を活用した観
光事業の展開

伊賀ぶらり体験博覧会「いがぶら」と連携した文化
財を知る、触れる機会を設けるなど、観光と連携し
た取り組みを行う。

〇 〇 ◎ 〇 地域

伊賀ぶらり体験博覧会「いがぶら」と連携した文
化財を知る、触れる機会を設けるなど、観光と連
携した取り組みを実施する。
指標：年間の連携事業数
目標：10件

府中地区住民自治協議会

伊賀国庁跡出土物を展示
令和６年１０月２６日開催の地区文化祭において、「御
墓山窯跡の出土物」を展示し郷土の文化財遺跡を紹
介。参加者１６１名

上野南部地区住民自治協議会

芭蕉翁生誕380年記念事業　語り部さんと芭蕉ゆかり
の地めぐり
令和6年11月23日
蓑虫庵など芭蕉ゆかりの地を巡った。35名参加。

大山田三自治協生涯学習事業

芭蕉生誕３８０周年記念事業の協賛を頂き、阿波地区
の芭蕉ゆかりの地（句碑）をめぐり吟行・俳句教室を開
催した
令和6年8月17日、阿波地区の芭蕉の句碑３か所（猿蓑
塚・新大仏寺・須原大橋詰の芭蕉の句碑）を巡り吟行
し、阿波地区市民センターで句会を開催した。

4-7
日本遺産関係事業の
推進

構成文化財を巡るサイクリングロードの設定やツ
アー造成等を実施する。

◎ 〇 ◎

建造物をはじめとする文化
財の多様な活用方法の検討
が必要。

方針②：文化財を後世へ継承するとともに、
まちのにぎわいに寄与するため、文化財や歴
史的な建造物を積極的に活用する。

4-8 歴史的建造物の活用

旧上野市庁舎等の指定文化財の活用や登録有形文化
財建造物美観向上事業、古民家等再生事業等、上野
城下町を中心に歴史的建造物をさまざまな用途に活
用する取り組みを行う。

〇 ◎ 〇

文化財の展示・公開施設の
整備と専門職員の配置が必
要。

方針③：文化財を見る、親しむ機会を拡充す
るため、考古資料や歴史・民俗資料を展示す
る施設の設置に努める。

4-9
博物館等の施設整備
の検討

資料の保存・展示・研究の施設である博物館施設の
整備の検討を行う。

◎ 〇 〇 ◎

1
文化財防災設備の点
検及び訓練

整備した文化財防災設備の保守点検及び作動訓練を
実施する。

〇 ◎ ◎ 地域

整備した文化財防災設備の保守点検及び作動訓練
を実施する。
指標：実施施設数
目標：６施設

伊賀消防署島ヶ原分署

観菩提寺の防火訓練
令和７年１月１９日、隣接消防団との合同訓練。庫裡か
ら出火を想定した消火訓練及び昨年設置された本堂、
楼門の消火設備の放水運転披露。消防団員、住民５０
名参加

2 文化財防火訓練
文化財防火デーに合わせた、文化財防火訓練を実施
する。

〇 〇 ◎

文化財の災害リスク把握が
必要。

方針②：文化財が所在する場所の災害リスク
の把握に努める。

3 災害リスクの把握 文化財ハザードマップを作成する。 ◎ 〇

盗難や災害発生時に即応す
るため、連絡・通報体制の
構築が必要。

方針③：災害・盗難など緊急時の対応マニュ
アル、連絡・通報体制の整備に努める。

4
緊急時の連絡・通報
体制の整備

災害・盗難など緊急時の対応マニュアルを作成す
る。

〇 〇 ◎

文化財ウォーキングやオオサンショウウオ観察会
を開催する。
指標：年間の開催数
目標：２回

地域

民俗文化財事業への参加・体験する機会を設け
る。
指標：年間の体験会等の開催数
目標：１件

地域と連携し、身近な史跡や天然記念物に触れるた
め文化財ウォーキングやオオサンショウウオ観察会
等を開催する。

史跡や天然記念物に
触れる機会の充実

4-3 ◎◎ 地域〇〇◎〇

上野天神祭のダンジリ行事 民俗文化財伝承･活用等
事業など、民俗文化財の見学や参加・体験する機会
を設ける。

民俗文化財への参
加・体験

4-2 〇◎

◎ 地域
芭蕉翁顕彰を推進するための事業を開催する。
指標：年間の事業開催数
目標：９件

文化財施設等において芸術文化に関する展示会等
を開催する。
指標：年間の展示会等開催数
目標：10件

◎ 〇

地域◎〇

4-6
芭蕉翁顕彰事業の推
進

芭蕉祭やしぐれ忌を開催するとともに、企画展等を
開催する。

4-5
文化財施設等におけ
る各種展覧会等の開
催

旧崇広堂・赤井家住宅等の施設において、芸術文化
に関する展示会等開催する。

◎〇

文化財を火災から守るため
の訓練の実施が必要。

文

化

財

の

防

犯

・

防

災

対

策

を

着

実

に

進

め

る

方針➀：防災設備の点検と訓練の実施に取り
組む。

歴
史
文
化
の
彩
り
を
誇
れ
る
ま
ち

文
化
財
の
活
用
の
課
題

講演会や展示会など、文化
財に親しむ機会を充実させ
ることが必要。

４
歴
史
文
化
の
彩
り
を
楽
し
む
～

活
用
～

方針➀：文化財に親しむ機会の充実に努め、
魅力を伝える取り組みを行う。

文
化
財
の
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
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伊賀市文化財保存活用地域計画進捗管理総括シート（地域分）

花垣地区住民自治協議会
（予野）

ギフチョウの保全活動
年間を通じ、生息地域の環境確認。立て看
板の確認等、保全活動の実施。

花垣地区住民自治協議会
（予野）

ギフチョウの保全活動
年間を通じ、生息地域の環境確認。立て看
板の確認等、保全活動の実施。

花垣地区住民自治協議会
（予野）

花垣の八重桜の保存活動
遺伝子を受け継ぐ後継樹が樹齢19年を迎
え、年間を通して「八重桜保存会」で保全活
動を実施中。

花垣地区住民自治協議会
（予野）

花垣の八重桜の保存活動
遺伝子を受け継ぐ後継樹が樹齢19年を迎
え、年間を通して「八重桜保存会」で保全活
動を実施中。

2-5
史跡の保存整
備と環境整備
の推進

阿波地域住民自治協議会
猿蓑塚の草刈・清掃
令和６年5月25日、自治協の人権教育文化
部会と環境保全部会で草刈・清掃を行った。

壬生野地域まちづくり協議
会

壬生野歴史講座①壬生野地区の文化財
（考古資料）と題し地域内の文化遺産につい
て講演会を開催した。
令和５年７月21日、伊賀市文化財課職員を
講師に招き、文化財保護法第92条・第93条
による埋蔵文化財の保護から発掘調査にい
たるまでの手順などを、地域の考古資料を
もとに解説を受けた。

府中地区住民自治協議会

文化財講演会を実施
令和７年2月１８日、府中地区市民センター
において三重県埋蔵文化財センター職員を
講師に招き、「古代伊賀国と伊賀国庁跡」と
題して講演会を実施。参加者３５名

壬生野地域まちづくり協議
会

壬生野歴史講座②壬生野地区の文化財
（中世編）と題し地域内の文化遺産について
講演会を開催した。
令和５年８月31日、伊賀市文化財課職員を
講師に招き、中世（鎌倉・室町・武士の時
代）の壬生野地区を取り上げ、土塁や城跡
などについて解説を受けた。34名聴講。

大山田郷土の広場

大山田の古墳～服部川水系（旧山田郡）の
古墳～講演会を開催した、
令和6年8月3日、阿波地区市民センターに
おいて、三重県埋蔵文化財センター職員を
講師に招き講演会を開催した。参加者５０人
超。

壬生野地域まちづくり協議
会

壬生野歴史講座③「三重県の祭り・行事」と
題し、地域の祭りと行事、宗旨について講演
会を開催した。
令和５年12月７日、三重県総合博物館学芸
員を講師に招き、令和４年12月ユネスコ無
形文化遺産登録された「勝手神社の神事踊
り」など、地域に伝承されている「座」「宗旨」
にも言及した講演会を開催した。32名聴講。

島ヶ原地域まちづくり協議
会

歴史講演会
令和６年１１月３０日、島ヶ原会館で三重県
埋蔵文化財センター職員を招いて「島ヶ原と
正月堂の歴史」をテーマに講演会。７５名参
加。

島ヶ原地域まちづくり協議
会

歴史講演会
令和５年１１月２６日、島ヶ原会館にて伊賀
市文化財課職員を講師に招いて「島ヶ原の
歴史と文化財」のテーマで講演会を開催。６
５名の受講者。

島ヶ原地域まちづくり協議
会

歴史講演会
令和７年２月２日、島ヶ原会館で修正会儀式
前に国立歴史民俗博物館教授を講師に招
いて、「年初の祈りと伝承文化、島ヶ原の正
月行事と正月堂修正会を考える」をテーマに
講演会を実施した。７０名参加。

島ヶ原地域まちづくり協議
会

歴史講演会
令和６年２月１０日、島ヶ原会館で国立歴史
民俗博物館教授を講師に招いて、「古代か
ら続く稲作祈願の仏教行事」講演会を開
催。８５名参加。

花垣地区住民自治協議会
（予野)

春日鹿曼荼羅（模写）を花垣神社拝殿に掲
げている。

花垣地区住民自治協議会
（予野)

春日鹿曼荼羅（模写）を花垣神社拝殿に掲
げている。

花垣地区住民自治協議会
（大滝）

令和６年５月19日、「キラッと」事業で花垣市
民及び関係者が建部神社を見学をした。

花垣地区住民自治協議会
（大滝）

令和６年５月19日、「キラッと」事業で花垣市
民及び関係者が蓮明寺を見学した。

花垣地区住民自治協議会
（桂）

「キラッと」事業で花垣地区唯一の延喜式内
社である乎美彌神社本殿を見学した。

花垣地区住民自治協議会
（桂）

「キラッと」事業で長國寺鐘桜の釣鐘を見学
した。

比自岐神社祇園踊保存会

比自岐神社祇園祭の開催
毎年7月第4日曜、比自岐神社の祇園祭で
比自岐神社祇園踊が奉納され、開催時には
地区内外から見物者が訪れる。

比自岐神社祇園踊保存会

比自岐神社祇園祭の開催
毎年7月第4日曜、比自岐神社の祇園祭で
比自岐神社祇園踊が奉納され、開催時には
地区内外から見物者が訪れる。

花垣地区住民自治協議会
（治田）

治田地区の史跡めぐり
令和６年３月10日自治会の「キラッとPJ」主
催のフィールドワークを実施し、文化財の見
学・解説を受けた。

谷川組（槙山）
（玉瀧地区市民センター）

勧請縄の張りかえ作業
令和７年２月18日、谷川組9名が参加して作
業を行った。

富永区の的祭り講

「的祭り」の実施
令和６年2月、富永区の的祭り講により、祭
典・的射式が執り行われた。毎年２月に執り
行われ、守り受け継がれている。

富永区の的祭り講

「的祭り」の実施
令和７年2月9日、富永区の的祭り講により、
祭典・的射式が執り行われた。毎年２月に
執り行われ、守り受け継がれている。

観菩提寺正月堂

２月１１日、修正会頭屋が献餅した夜の本堂
内で修正会行事にまつわる講話や行事に
携わる堂番の話を聞く会を開催。５０名参
加。

文
化
財
の
普
及
啓
発
の
課
題

３
歴
史
文
化
の
彩
り
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普
及
啓
発
～

4-2
民俗文化財へ
の参加・体験
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4-1
有形文化財を
見る機会の充
実

3-5 地域との連携
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史
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を
知
る
～

調
査
研
究

～

基本
理念

文化財の
保存・活
用の課題

基本方針 取り組み名

1-5
天然記念物の
調査

Ｒ５年度 Ｒ６年度

実施状況・成果（指標の実績など） 実施状況・成果（指標の実績など）

R５・６年度 実施状況抜粋
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基本
理念

文化財の
保存・活
用の課題

基本方針 取り組み名

Ｒ５年度 Ｒ６年度

実施状況・成果（指標の実績など） 実施状況・成果（指標の実績など）

花垣地区住民自治協議会
（予野）

予野地区のフィールドワークを開催
令和５年11月23日予野地区の歴史的史跡、
名所継承事業として埋蔵文化財・千賀地氏
城跡、正願寺跡を見学した。約30名の参
加。

府中地区住民自治協議会

府中地区内文化財ウォーク（伊賀国庁跡と
波多岐神社本殿を見学）を実施した。
令和６年１１月１９日、坂之下の伊賀国庁跡
保存整備事業と土橋の波多岐神社本殿を
見学。参加者３３名

花垣地区住民自治協議会
（予野）

予野地区のフィールドワークを開催
令和５年11月23日予野地区の歴史的史跡、
名所継承事業として花垣神社本殿を見学し
た。約30名の参加。

花垣地区住民自治協議会
（予野）

予野地区のフィールドワークを開催
令和７年３月２日予野地区の歴史的史跡、
名所継承事業として花垣神社本殿を見学し
た。約30名の参加。

花垣地区住民自治協議会
（治田）

治田地区の史跡めぐり
令和６年12月８日、自治会の「キラッとPJ」
主催のフィールドワークを実施し、大川地蔵
（摩崖仏）を対岸より見学・解説がされた。

府中地区住民自治協議会

伊賀国庁跡出土物を展示
令和６年１０月２６日開催の地区文化祭にお
いて、「御墓山窯跡の出土物」を展示し郷土
の文化財遺跡を紹介。参加者１６１名

上野南部地区住民自治協
議会

芭蕉翁生誕380年記念事業　語り部さんと芭
蕉ゆかりの地めぐり
令和6年11月23日
蓑虫庵など芭蕉ゆかりの地を巡った。35名
参加。

大山田三自治協生涯学習
事業

芭蕉生誕３８０周年記念事業の協賛を頂き、
阿波地区の芭蕉ゆかりの地（句碑）をめぐり
吟行・俳句教室を開催した
令和6年8月17日、阿波地区の芭蕉の句碑３
か所（猿蓑塚・新大仏寺・須原大橋詰の芭
蕉の句碑）を巡り吟行し、阿波地区市民セン
ターで句会を開催した。

文化財
の防

犯・防
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犯
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防
災
対
策

を
着
実
に
進
め

る 1
文化財防災設
備の点検及び
訓練

伊賀消防署島ヶ原分署

観菩提寺の防火訓練
令和７年１月１９日、隣接消防団との合同訓
練。庫裡から出火を想定した消火訓練及び
昨年設置された本堂、楼門の消火設備の放
水運転披露。消防団員、住民５０名参加

住民自治協議会一覧
名称 提出状況（8/39）
東部地域住民自治協議会 ×
上野西部地区住民自治協議会 ×
上野南部地区住民自治協議会 ○
小田町住民自治協議会 ×
八幡町地区住民自治協議会 ×
久米住民自治協議会 ×
花之木地区住民自治協議会 ×
長田地区住民自治協議会 ×
新居地区住民自治協議会 ×
三田地区住民自治協議会 ×
諏訪住民自治会 ×
府中地区住民自治協議会 ○
中瀬地域住民自治協議会 ×
友生地区住民自治協議会 ×
猪田地区住民自治協議会 ×
依那古地区住民自治協議会 ×
比自岐地区住民自治協議会 ○
神戸地区住民自治協議会 ×
きじが台地区住民自治協議会 ×
古山地区住民自治協議会 ×
花垣地区住民自治協議会 ○
(一社)ゆめが丘地区住民自治協議会 ×
柘植地域まちづくり協議会 ×
西柘植地域まちづくり協議会 ×
壬生野地域まちづくり協議会 ○
島ヶ原地域まちづくり協議会 ○
河合地域住民自治協議会 ×
鞆田自治協議会 ×
玉滝地域まちづくり協議会 ○
丸柱地域まちづくり協議会 ×
山田地域住民自治協議会 ×
布引地域住民自治協議会 ×
阿波地域住民自治協議会 ○
阿保地区住民自治協議会 ×
上津地区住民自治協議会 ×
博要住民自治協議会 ×
高尾住民自治協議会 ×
矢持住民自治協議会 ×
桐ケ丘地区住民自治協議会 ×

4-6
芭蕉翁顕彰事
業の推進

4-5

文化財施設等
における各種
展覧会等の開
催

4-3
史跡や天然記
念物に触れる
機会の充実
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